
未来を拓いた「一本の水路」
(大久保利通“最後の夢”と開拓者の軌跡郡山・猪苗代)が

「日本遺産」（H28.4）に認定され、

「世界かんがい施設遺産」（H28.11）に登録。

安積疏水（十六橋水門）/福島県郡山市

福島と農の歴史を巡る旅－１日目－

安積疏水土地改良区
福島県郡山市開成２丁目２２番地２号
安積疏水土地改良区 (asakasosui.jp)

日本三大疏水の一つ

かんがいなどのために、新た
に土地を切り開いて水路を設け、
通水させること。

疏水とは？

まさに、大いなる遺産

▲猪苗代湖

いなわしろこ

あさか そすい じゅうろっきょうすいもん

遊覧船に乗り猪苗代湖を観光♪

十六橋水門は、
猪苗代湖を水源とし、会津地域
と郡山地域への用水取水のため、
湖の水位を調整する水門

▲写真：十六橋水門

安積疏水は那須疏水（栃木県）、琵琶湖疏水（滋賀県琵琶

湖－京都市）と並ぶ日本三大疏水の1つ！！

安積原野（現在の郡山市西部）の開拓と猪苗代湖（主

水源）の水を引く日本で初の国営事業によって、安積
疏水が完成。
この事業で造られたのが、十六橋水門です。

な す び わ こ

http://www.asakasosui.jp/

